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第
１
号
〈
一
九
六
三
・
二
〉
横
浜
市
の
未
来
像

第
２
号
〈
一
九
六
四
・
二
〉
横
浜
市
の
行
政
水
準

第
３
号
《
一
九
六
四
・
六
〉
子
供
を
大
切
に
す
る
市
政

第
４
号
〈
一
九
六
四
・
八
〉
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市
づ

第
５
号
《
一
九
六
四
・
一
一
〉
海
外
か
ら
見
て
横
浜
を
考
え
る

第
６
号
〈
一
九
六
五
・
二
〉
地
方
行
政
の
改
革
と
近
代
化

第
７
号
〈
一
九
六
五
・
五
〉
宅
地
開
発
の
現
状
と
対
策

第
８
号
〈
一
九
六
五
・
八
〉
戦
後
2
0
年
―
市
行
政
の
再
検
討

第
９
号
〈
一
九
六
五
・
二
〉
「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
す
る

第
1
0
号
〈
一
九
六
六
・
二
〉
区
役
所
問
題

第
1
1
号
〈
一
九
六
六
・
五
〉
横
浜
文
化
論
―
新
し
い
文
化
の
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
は
可
能
か

第
1
2
号
〈
一
九
六
六
・
八
〉
首
都
圏
と
横
浜

第
1
3
号
〈
一
九
六
七
・
二
〉
新
し
い
横
浜
の
記
録

第
1
4
号
《
一
九
六
七
・
六
〉
大
都
市
圏
の
問
題

第
1
5
号
〈
一
九
六
七
・
九
〉
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
6
号
〈
一
九
六
七
・
二
〉
続
　
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
7
号
〈
一
九
六
八
・
二
〉
公
害
対
策
－
横
浜
方
式

第
1
8
号
〈
一
九
六
八
・
八
〉
二
〇
〇
万
都
市

第
1
9
号
〈
一
九
六
八
・
1
0
〉
郊
外
部
開
発
の
諸
問
題

第
2
0
号
〈
一
九
六
八
・
一
ニ
〉
転
換
期
の
福
祉
行
政

第
2
1
号
〈
一
九
六
九
・
三
〉
市
民
の
安
全

第
2
2
号
〈
一
九
六
九
・
八
〉
都
市
と
緑

第
2
3
号
〈
一
九
六
九
こ
Ｉ
〉
都
市
化
と
老
人
問
題

第
2
4
号
〈
一
九
七
〇
・
一
〉
基
地
と
市
民
連
動

第
2
5
号
〈
一
九
七
〇
こ
二
〉
京
浜
工
業
地
帯

第
2
6
号
〈
一
九
七
〇
エ
ハ
〉
余
暇
と
そ
の
環
境

第
2
7
号
〈
一
九
七
〇
・
一
一
〉
都
市
廃
棄
物

第
2
8
号
〈
一
九
七
万
三
〉
六
大
事
業
の
経
過
と
今
後
の
方
向

第
2
9
号
〈
一
九
七
「
三
〉
新
市
民
と
自
治

第
3
0
号
〈
一
九
七
万
六
〉
水
資
源
と
水
行
政

第
3
1
号
〈
一
九
七
万
九
〉
住
宅
問
題
の
諸
側
面

第
3
2
号
〈
一
九
七
一
二
ニ
〉
自
動
車
化
と
道
路
・
交
通
問
題

第
3
3
号
〈
一
九
七
二
こ
二
〉
都
市
環
境
と
生
物
指
標

第
3
4
号
〈
一
九
七
二
・
六
〉
都
市
化
と
財
政

第
3
5
号
〈
一
九
七
二
・
九
〉
住
民
と
「
知
る
権
利
」

第
3
6
号
〈
一
九
七
二
こ
ニ
〉
住
民
の
要
求
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
意
識
調
査
か
ら
〉

第
3
7
号
〈
一
九
七
三
こ
二
〉
地
方
公
務
員
と
職
業
倫
理

第
3
8
号
〈
一
九
七
一
子
六
〉
住
工
混
合
地
域
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
|
「
計
画
」
の
前
提
を
考
え
る

第
3
9
号
〈
一
九
七
三
・
九
〉
大
都
市
に
お
け
る
地
域
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
区
役
所
の
あ
り
方
を
中
心
に

第
4
0
号
〈
一
九
七
三
こ
ラ
大
地
震
の
対
策
と
不
安

第
4
1
号
〈
一
九
七
四
こ
二
〉
都
市
と
精
神
の
問
題

第
4
2
号
〈
一
九
七
四
・
六
〉
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
諸
問
題

第
4
3
号
〈
一
九
七
四
・
九
〉
出
稼
ぎ
労
働
の
問
題
点

第
4
4
号
〈
一
九
七
四
こ
ニ
〉
消
費
者
と
物
価

第
4
5
号
〈
一
九
七
五
こ
二
〉
「
福
祉
」
問
題
再
考

第
4
6
号
〈
一
九
七
五
/
ハ
〉
都
市
と
家
族
の
問
題

第
4
7
号
〈
一
九
七
五
・
九
〉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
課
題

第
4
8
号
〈
一
九
七
五
・
三
〉
地
方
財
政
危
機
を
め
ぐ
っ
て

第
4
9
号
〈
一
九
七
六
・
三
〉
区
民
生
活
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
緑
区
の
調
査
事
例
を
中
心
に

第
5
0
号
〈
一
九
七
六
・
六
〉
都
市
行
政
の
主
体
性

第
5
1
号
〈
一
九
七
六
・
九
〉
都
市
の
な
か
の
川

第
5
2
号
〈
一
九
七
六
　
Ξ
〉
都
市
と
港
湾

第
5
3
号
〈
一
九
七
七
こ
二
〉
横
浜
の
文
化
と
行
政

第
5
4
号
〈
一
九
七
七
・
六
〉
市
民
の
医
療
と
行
政

第
5
5
号
〈
一
九
ゼ
七
・
九
〉
都
市
に
お
け
る
学
校

第
5
6
号
〈
一
九
七
七
こ
ニ
〉
低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

第
5
7
号
〈
一
九
七
八
・
三
〉
地
区
計
画
と
住
民

第
5
8
号
〈
一
九
七
八
・
六
〉
都
市
に
お
け
る
資
料
館

第
5
9
号
〈
一
九
七
八
・
九
〉
横
浜
の
緑
と
保
存

第
6
0
号
〈
一
九
七
八
・
三
〉
横
浜
の
盛
り
場

第
6
1
号
〈
一
九
七
九
こ
二
〉
地
域
施
設
の
管
理
・
運
営

第
6
2
号
〈
一
九
七
九
・
六
〉
都
市
と
子
ど
も

第
6
3
号
〈
一
九
七
九
・
九
〉
横
浜
の
地
下

第
6
4
号
〈
一
九
七
九
二
二
〉
市
民
の
食
料
と
食
生
活

第
6
5
号
〈
一
九
八
〇
・
三
〉
横
浜
の
国
際
性
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第
6
6
号
〈
一
九
八
Ｃ
ユ
ハ
〉
堆
行
名
空
間

第
6
7
号
〈
一
九
八
〇
・
九
〉
市
民
と
健
康

第
6
8
号
〈
一
九
八
〇
二
一
〉
老
人
問
題
と
福
祉
行
政

第
6
9
号
〈
一
九
八
丁
三
〉
都
市
の
自
治

第
o
号
〈
一
九
八
丁
六
〉
都
市
住
宅
問
題
を
め
ぐ
っ
て

第
7
1
号
〈
一
九
八
丁
九
〉
共
生
の
時
代

第
一
心
号
〈
一
九
八
一
・
Ξ
〉
婦
人
問
題

第
7
3
　
　
号
∧
九
八
二
・
三
デ
ジ
ア
。
の
都
市
と
横
浜

第
7
4
号
〈
一
九
八
二
・
六
〉
横
浜
と
農
業

第
7
5
号
〈
一
九
八
一
丁
九
〉
横
浜
と
工
業

第
7
6
号
〈
一
九
八
二
・
Ξ
〉
都
市
と
水
環
境

第
一
μ
号
〈
一
九
八
三
こ
二
〉
職
員
の
自
主
研
究

第
7
8
号
〈
一
九
八
三
・
ハ
〉
市
政
情
報
の
整
備
と
利
用

1
7
9
号
〈
一
九
八
三
・
Ξ
〉
横
浜
市
財
政
と
行
政

第
8
0
号
二
九
八
四
こ
Ｉ
〉
高
齢
社
会
の
課
題

第
8
1
号
〈
一
九
八
四
・
三
〉
市
民
・
地
域
・
行
政

第
8
2
号
〈
一
九
八
四
・
九
〉
緑
保
存
の
方
策

第
8
3
号
〈
一
九
八
四
こ
Ｉ
〉
横
浜
と
商
業

第
8
4
号
〈
一
九
八
五
こ
Ｉ
〉
福
祉
と
民
間
活
力

第
Ｃ
Ｏ
号
〈
一
九
八
五
こ
二
〉
区
行
政
－
あ
り
方
と
個
性
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
地
域
づ
く
り
の
試
み

第
8
6
号
〈
一
九
八
五
・
Ξ
〉
都
市
と
イ
ベ
ン
ト

第
8
7
号
〈
一
九
八
五
・
＝
一
〉
横
浜
の
産
業
政
策
－
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
活
動
を
中
心
に

第
8
8
号
〈
一
九
八
六
・
二
〉
市
民
と
図
書
館

第
8
9
号
〈
一
九
八
六
・
三
〉
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政

第
9
0
号
〈
一
九
八
六
・
九
〉
ま
ち
の
活
力
と
行
政

第
9
1
号
〈
一
九
八
六
・
1
1
〉
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

第
9
2
号
〈
一
九
八
七
・
一
〉
横
浜
の
公
共
交
通

第
9
3
号
〈
一
九
八
七
・
1
二
〉
地
域
情
報
・
行
政
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
横
浜
の
広
報
力
を
考
え
る

第
9
4
号
〈
一
九
八
七
・
六
〉
博
物
館
を
考
え
る



●
第
9
0
号
〈
一
九
八
六
年
九
月
〉

特
集
・
ま
ち
の
活
力
と
行
政

「
ま
ち
1
9
8
6
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
―
地
域
社
会
研
究
会
作
業
部
会

座
談
会
・
地
域
か
ら
学
ぶ
　
　
　
　
　
　
渡
辺
光
次
・
塩
野
孝
志

　
　
　
　
　
　
村
田
和
義
・
松
井
正
幸
・
大
徳
　
努
・
加
藤
勝
彦

「
ま
ち
1
9
8
6
」
を
読
ん
で

女
性
パ
ワ
ー
を
忘
れ
な
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
佑
子

「
文
化
」
で
自
治
会
の
活
性
化
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
下
高
志

「
ま
ち
1
9
8
6
」
を
読
ん
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
好
夫

「
ま
ち
8
6
」
を
読
ん
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
崎
和
彦

魅
力
あ
る
西
谷
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
登
美
子

我
が
町
・
希
望
が
丘
が
本
に
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
中
山
文
子

今
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
曽
根
純
雄

千
秀
地
区
に
住
ん
で
思
う
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
小
巻
三
枝
子

仕
事
を
通
し
て
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
本
一
司

別
所
町
友
会
パ
ー
ト
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
野
孝
志

港
南
台
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
　
　
　
　
　
　
　
村
田
和
義

西
谷
町
は
今
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
正
幸

そ
の
後
の
千
秀
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
徳
　
努

新
書
紹
介
／
路
上
観
察
学
入
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
仲
一
也

●
第
9
1
号
〈
一
九
八
六
年
一
一
月
〉

特
集
・
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

家
族
問
題
と
自
治
体
行
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
敏
政

家
族
問
題
研
究
会
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
問
題
研
究
会

相
談
活
動
と
連
携

①
老
人
相
談
と
老
人
ヶ
ア
ー
山
本
文
子
・
丹
野
利
子
・
岩
崎
晴
子

②
保
健
室
に
お
け
る
相
談
活
動
と
連
携
－
下
田
久
子
・
川
島
令
子

③
児
童
相
談
所
の
役
割
と
課
題
　
　
　
　
　
　
　
山
口
か
お
る

地
域
へ
向
か
う
点
か
ら
面
へ

①
子
供
の
養
育
と
社
会
教
育
の
課
題
　
　
　
　
　
　
菊
池
汎
子

②
母
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
へ
向
け
て
　
　
　
　
　
角
口
秀
子

③
母
子
保
健
の
新
た
な
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
山
満
子

④
ボ
ヶ
相
談
か
ら
地
域
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
野
静
子

家
族
を
支
え
る
・
補
う

①
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
展
開
　
　
　
　
　
鎌
田
宣
子

②
緩
衝
機
能
を
持
つ
施
設
　
　
　
　
　
野
川
久
和
・
松
田
正
敏

③
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
と
保
育
行
政
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
隆

新
書
紹
介
／
地
域
福
祉
の
思
想
と
実
践
上
呂
永
啓
子

●
第
9
2
号
〈
一
九
八
七
年
一
月
〉

特
集
・
横
浜
の
公
共
交
通

大
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
池
弘
隆

横
浜
の
交
通
機
能
の
現
状
と
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
柾
　
幸
雄

民
営
鉄
道
の
経
営
と
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
城
光
英

市
営
高
速
鉄
道
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
田
重
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
幸
雄
・
関
善
一
郎
・
花
井
昭
博

横
浜
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
　
　
　
　
　
　
中
川
博
之
・
和
田
　
博

横
浜
の
民
営
バ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
坂
伊
佐
夫

横
浜
市
営
バ
ス
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
俊
男

横
浜
市
総
合
交
通
体
系
の
確
立
に
む
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
貞
男
・
藤
田
　
格
・
小
林
正
幸

新
書
紹
介
／
明
治
の
宮
廷
画
家
五
姓
田
義
松
　
　
　
　
岡
部
昌
幸

　
　
　
　
／
小
樽
運
河
戦
争
始
末
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
恒
司

●
第
9
3
号
〈
一
九
八
七
年
三
月
〉

特
集
・
地
域
情
報
・
行
政
情
報
―
横
浜
の
広
報
力
を
考
え
る

市
民
同
士
の
情
報
交
流
と
行
政
の
役
割
―
岩
田
照
丈

地
域
の
情
報
交
流
を
進
め
る
た
め
に
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
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調査季

報昭和62年（1987年）6月30日

編集・発行一横浜市企画財政局都市科学研究室

横浜市中区港町1―1

電話―045・671一2029　郵便番号―231

印刷―内村印刷株式会社

横浜市中区末吉町1―12

●横浜市のデータ

人口　　　　3,094.898人〈62・6・1〉

世帯数―1.082.945〈62・6・1〉

面積　　　　　　430.80km2〈62・6・1〉

横浜こども科学館入場者数―208,413人〈61年度〉

横浜開港資料館入場者数　　　85,463人〈61年度〉

横浜人形の家入場者数　　　　701,440人〈61年度〉

横浜市三殿台考古館入場者数―34,884人〈61年度〉

野毛山動物園(本園)入場者数―822,755人〈61年度〉
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